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連
載
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ベ
ン
ト

「
ま
ち
育
て
」を
育
む
人
の
広
が
り

―
―
「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り
」で
の
確
証

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㉞回

▼
住
民
主
体
の

　「
ま
ち
育
て
」
の
旅
立
ち

２
０
１
８
年
２
月
、
い
く

つ
も
の
伝
説
を
遺
し
て
、
建

楽
家
・
延
藤
安
弘
は
別
世
界

に
旅
立
っ
た
。
行
年
、
77

歳
。
延
藤
の
活
動
は
、
こ
の

世
で
は
終
わ
り
に
な
っ
た

が
、
あ
の
世
で
の
始
ま
り
と

な
っ
た
。
風
の
人
・
延
藤

が
、
活
動
の
地
を
ま
た
替
え

た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
ま
た
延
藤
と
関

わ
り
を
持
っ
た
こ
の
世
の
者

た
ち
の
自
立
し
た
活
動
の
始

ま
り
と
な
っ
た
。
延
藤
が
著

書
に
書
い
て
い
る
、

It is not the end

…it`s 
the beginning!

が
、
現
実
と
な
っ
た
。

▼
延
藤
安
弘
の
学
究

後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ま
ち
の

縁
側
育
み
隊
の
隊
長
と
な
る

延
藤
安
弘
は
、
１
９
４
０
年

12
月
、
大
阪
に
生
ま
れ
た
。

延
藤
は
１
９
６
０
年
、
精
神

的
自
然
的
風
土
を
求
め
て
北

海
道
大
学
建
築
工
学
科
に
進

学
し
た
。
４
年
後
、
卒
業
論

文
『
日
本
の
都
市
住
宅
の
社

会
経
済
的
考
察
』を
纏
め
た
。

北
大
の
図
書
室
で
知
っ
た

京
都
大
学
の
西
山
夘
三
の
著

者
『
国
民
住
居
論
巧
』
や
『
こ

れ
か
ら
の
す
ま
い
』
に
刺
激

を
受
け
、
北
大
か
ら
京
大
へ

転
じ
た
。
そ
の
経
緯
が
面
白

い
。
延
藤
か
ら
西
山
先
生
へ

の
ラ
ブ
レ
タ
ー
に
、
官
製
は

が
き
に
１
行
、「
君
は
大
学
院

を
受
け
た
ま
え
」
と
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
京
大
大
学

院
修
士
課
程
に
進
学
し
た
。

２
年
後
、『
住
宅
・
建
築
・

地
域
計
画
の
方
法
論
的
考

察
』
を
修
士
論
文
に
纏
め

た
。
続
い
て
、
京
大
大
学
院

博
士
課
程
に
入
学
し
た
が
、

す
ぐ
に
中
退
し
同
大
の
助
手

に
採
用
さ
れ
た
。

延
藤
の
仕
事
は
、
建
築
に

お
け
る
計
画
系
の
分
野
で
あ

る
。
助
手
時
代
に
は
、
英
国

留
学
も
経
験
し
、
１
９
７
６

年
に
、
学
位
論
文
『
都
市
住

宅
供
給
に
関
す
る
計
画
的
研

究
』
と
し
て
纏
め
た
。
こ
れ

は
、
住
宅
供
給
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
そ
の
後
、
モ
デ
ル

「
風
の
人
」
と
も
い
わ
れ
る
。

が
、
そ
の
地
に
す
ぐ
根
差
す
の

で
「
土
の
人
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
縁
」
は
、「
縁
側
」
と
し

て
建
築
計
画
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
空
間
と
し
て
具
体

化
さ
れ
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ

は
、
Ｓ
Ｐ
空
間
（
セ
ミ
・
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
、
お
よ
び

セ
ミ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
空
間
）

と
表
記
さ
れ
た
。
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ブ
・
ハ
ウ
ス
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
Ｓ
Ｐ
空
間
に
あ

り
、
展
開
さ
れ
た
。

延
藤
は
、
建
築
家
が
端
緒

で
あ
っ
た
が
、
日
々
の
出
会

い
、
自
身
の
切
り
口
で
、
新

し
く
建
楽
家
と
い
う
境
地
を

得
て
い
る
。

そ
れ
を
示
し
た
の
は
２
０

０
３
年
の
こ
と
だ
。
千
葉
大

を
突
然
辞
め
て
、
名
古
屋
市

長
者
町
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
の

縁
側
育
み
隊
と
し
て
、
街
の

現
場
に
赴
き
、
住
民
の
話
を

聞
き
、
課
題
を
明
快
に
ま
と

め
る
こ
と
を
実
践
し
た
の
だ
。

そ
の
手
法
の
結
論
と
し
て

以
下
の
①
～
⑥
を
例
示
で
き

る
。
①
縁
を
大
切
に
し
な
が

ら
出
会
い
を
最
高
に
す
る
こ

と
。
②
ど
う
し
よ
う
も
な
い

ト
ラ
ブ
ル
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

す
る
。
③
易
し
さ
と
分
か
り

や
す
さ
を
も
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
赴
く
こ
と
。

④
好
き
や
と
い
う
感
覚
か
ら

始
め
よ
う
。
⑤
広
い
領
域
を

た
ゆ
ま
ず
越
境
し
続
け
る
こ

と
。
⑥
論
を
現
場
か
ら
立
ち

上
げ
よ
う
。

こ
の
各
項
の
音
の
頭
文
字

を
書
き
だ
す
と
、「
エ
ン
ド

ウ
ヤ
ス
ヒ
ロ
」
と
な
る
。

２
０
１
８
年
５
月
12
日
、

名
古
屋
で
行
わ
れ
た
「
延
藤

安
弘
先
生
を
偲
ぶ
会
」
に
参

加
し
た
。
会
場
に
は
、
５
５

０
名
を
超
え
る
知
己
の
人
々

が
参
集
し
た
。
そ
の
会
の
副

題
に
は
、「
お
わ
り
は
は
じ
ま

り
」
と
記
さ
れ
、
故
人
の
遺

志
を
受
け
と
め
る
関
係
が
示

さ
れ
て
い
た
。
延
藤
の
著
書

は
47
冊
を
超
え
て
お
り
、
そ

の
読
者
は
、
同
じ
く
共
感
を

つ
く
り
だ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

▼
「
再
エ
ネ
の
ま
ち
育
て
」

本
稿
で
は
、
延
藤
ワ
ー
ル

ド
の
実
相
を
述
べ
た
。
筆
者

は
、
日
本
に
も
「
再
エ
ネ
の

ま
ち
育
て
」
と
重
ね
、
育
む

人
の
広
が
り
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
延
藤
ワ
ー
ル

ド
の
手
法
を
表
と
し
て
掲
げ

る
。
こ
の
対
比
は
、
再
エ
ネ

の
普
及
に
お
い
て
も
適
用
で

き
る
だ
ろ
う
。

と
、
勤
務
地
や
住

所
を
替
え
た
。
ゆ

え

に
、

延

藤

は

延藤ワールドの特色と手法

▶空地は自然や市民活動のプロセスで再生
▶問題解決に向けたプログラム
▶経験の蓄積・コミュニティ・ウィズダム
▶市民の専門家、NPO
▶市民自身による公共
▶独創的な事業家
▶アーバン・ハズバンダー（まち育て家）

・空地はプロジェクトで埋める
・問題解決よりプロジェクト自体が目的化
・ビッグプロジェクト
・大手デベロッパー・建設会社
・大公共事業
・大資本
・プロジェクト・プランナー

これから 従来型
まち育て 開発者主導のまちづくり

ィ
ブ
・
ハ
ウ
ス
「
ユ
ー
コ
ー

ト
」
の
企
画
に
参
加
し
た
。

そ
の
名
称
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト

の
形
状
に
由
来
す
る
そ
う
で

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
友
、
悠
、
遊
、

裕
が
重
ね
ら
れ
漢
字
の
音
の

響
き
が
共
鳴
し
強
調
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
空
間
づ
く
り

が
延
藤
の
生
涯
の
メ
イ
ン
の

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
そ
れ

を
、
伝
え
る
た
め
に
、
の
ち

に
延
藤
を
幻
燈
師
に
仕
立
て

た
の
で
あ
っ
た
。

１
９
８
５
年
、
延
藤
は
、

京
大
か
ら
熊
本
大
学
に
異
動

し
、
延
藤
研
究
室
を
構
え
た
。

が
、
活
動
の
場
は
そ
こ
に
と

ど
ま
ら
ず
全
国
各
地
に
及
ぶ
。

「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
」、「
も
や
い
」、「
ま
ち
の

縁
側
」、「
住
縁
エ
コ
ロ
ジ

ー
」、「
住
縁
」
社
会
づ
く

り
、
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
言
葉
を
発
し
た
。
延
藤

の
こ
う
し
た
言
葉
は
、「
言

の
葉
」
や
「
言
の
端
」
と
も

い
い
、
さ
ら
に
「
言
霊
」
に

も
由
来
し
て
、
構
成
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

延
藤
は
、
彼
の
取
り
組
み

を
伝
え
る
方
法
に
、「
幻
燈

会
」
と
命
名
し
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
２
台
使
う
方
法

を
定
番
と
し
た
。
そ
の
方
法

は
、
明
快
で
か
つ
本
質
を
伝

え
る
情
感
と
臨
場
感
に
満
ち

と
な
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
１
９
８

４
年
に
は
、
英
国
の

住
居
の
変
遷
に
つ
い

て
、
と
く
に
空
間
と

住
み
手
と
の
相
互
関

係
、
相
補
性
に
着
眼

し
て
、『
ハ
ウ
ジ
ン
グ

論
序
説
』
と
し
た
。

延
藤
も
当
時
は
、
ふ

つ
う
の
真
面
目
な
研

究
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

▼
「
表
現
の

魔
術
師
」

延
藤
安
弘

延
藤
は
、
理
論
と

分
析
に
直
観
力
を
活

か
し
、
個
人
と
公
共

の
ハ
ザ
マ
を
「
縁
側
」

と
と
ら
え
た
理
論
構

築
を
加
え
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
の
実
践
や
取
り
組

み
を
行
っ
た
。
筆
者

は
、
ま
だ
訪
ね
て
い

な
い
が
、
延
藤
は
京

都
で
の
コ
ー
ポ
ラ
テ

た
芸
道
と
も
い
え
る
も
の
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

▼
縁
づ
く
り
の
名
人
・

延
藤
安
弘

延
藤
は
、
熊
本
か
ら
１
９

９
５
年
、
名
古
屋
の
名
城
大

学
教
授
に
異
動
し
、
さ
ら
に

１
９
９
７
年
４
月
、
新
設
さ

れ
た
千
葉
大
学
の
都
市
環
境

シ
ス
テ
ム
学
科
に
異
動
し

た
。
こ
こ
で
筆
者
は
、
延
藤

と
同
僚
と
な
っ
た
。

延
藤
の
活
動
や
関
わ
り
は
、

「
縁
」
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ

り
、
京
都
、
熊
本
、
名
古
屋
、

千
葉
、
そ
し
て
ま
た
名
古
屋

◆バイオマスエキスポ2018
会期：2018年5月30日（水）～ 6月1日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷参加費：事前登録者無料▷主
催：バイオマスエキスポ実行委員会／共
催：日刊工業新聞社／（一社）日本有機資
源協会/問合せ先：03-5644-7221（日刊工
業新聞社 業務局 イベント事業部）

◆東京国際消防防災展2018
会期：5月31日（木）～ 6月3日（日）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00（最終日は16：30まで）▷会
場：東京ビッグサイト 東5・6・7ホール、東
屋外特設会場（東京都江東区有明3-11-1）▷入
場料：無料（登録制）▷主催：東京消防庁／株
式会社東京ビッグサイト／東京国際消防防災
展2018実行委員会/問合わせ先：事務局03-
5530-1121（株式会社東京ビッグサイト内）

◆PVJapan2018
会期：2018年6月20日（水）～ 22日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パシ
フィコ横浜（横浜市西区みなとみらい1-1-
1）▷入場料：無料▷主催：（一社）太陽光
発電協会（JPEA）/問合せ先：運営事務局
03-6812-8694（日経ピーアール内）

◆第13回再生可能エネルギー世界展示会

会期：2018年6月20日（水）～ 22日（金）▷ 
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パ
シフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい
1-1-1）▷入場料：無料▷主催：再生可能
エネルギー協議会（JCRE）/問合せ先：事
務局03-5297-8855（シ－・エヌ・ティ内）

◆スマートエンジニアリングTOKYO
会期：2018年7月18日（水）～ 20日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：東京ビッ
グサイト（東京都江東区有明3-11-1）▷入場
料：3,000円（WEB事前登録制もしくは招待状
持参で無料）▷ 主催：一般社団法人日本能
率協会/問合せ先：03-6809-2707（来場者ヘ
ルプデスク）

●「進化するエネルギービジネス100％再
生可能へ」共著者 西村健佑氏 出版記念
講演会～ドイツの再エネ政策と住宅の
エネルギーの未来～
会 期：2018年5月28日（月 ）▷ 開 催 時 間：
13：30 ～ 16：00（受付開始13：00 ～）▷会
場：剛堂会館ビル1階（東京都千代田区紀尾
井町3-27）▷参加費：＜ZEH協会員＞5,000
円／＜ZEH協非会員＞1万円 ＊いずれも税
込 ▷申込方法：専用サイトより申込み
http://qq4q.biz/JHP8 ▷主催：（一社）ZEH
推進協議会/問合せ先：お問合せフォーム
http://zeh.or.jp/contact/

●理化学研究所 新技術説明会

会期：2018年5月29日（火）▷開催時間：9：
55 ～ 15：25（開場9：25）▷会場：JST東京本
部別館ホール（東京都千代田区五番町7K's五
番町）▷入場料：無料（事前登録制）▷ 主催：
理化学研究所／科学技術振興機構/問合せ
先：048-462-1111（理化学研究所代表）

●平成30年度産総研福島再生可能エネル
ギー研究所研究成果報告会
会期：2018年5月29日（火）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00 ＊ 交 流 会17：15 ～
19：00（有料5,000円）▷会場：郡山ビュ
ーホテルアネックス4F（福島県郡山市中
町10-10）▷参加費：研究成果報告会は
無料（登録制）▷主催：国立研究開発法
人 産業技術総合研究所 福島再生可能
エネルギー研究所/問合せ先：事務局
frea-sympo-ml@aist.go.jp

●【自治体職員向け】再生可能エネルギー・
スマートコミュニティ勉強会＆ツアー
会期：2018年5月31日（木）▷開催時間：
10:00 ～ 16:00▷会場：東京ビッグサイ
ト 東ホール2F 会議室▷参加費：無料

（参加対象は自治体職員のみ）▷主催：日
刊工業新聞社/日本能率協会コンサルテ
ィング/問合せ先：03-4531-4316（日本能
率協会）

●NPO法人農都会議 総会記念フォーラム
『最新のバイオマスガス化発電設備の動

向』～活況を呈しているバイオマスガ

ス化発電設備の活用を考える～
会期：2018年6月4日（月）▷開催時間：
17：00 ～ 20：00▷会場：港区神明いき
いきプラザ 4階集会室A（東京都港区浜松
町1-6-7）▷申込方法：WEBフォーム（htt
ps://goo.gl/i75BpV ）から登録▷参加
費：一般＝2,000円／会員・学生＝1,000
円（新規・年度更新の会員は無料）▷主
催：NPO法人農都会議 バイオマスWG ／
農 都 交 流・ 地 域 支 援G /問 合 せ 先：
http://blog.canpan.info/bioenergy/

●スマートコミュニティサミット2018
会期：2018年6月13日（水）▷開催時間：10：00
～ 15：30▷会場：東京国際フォーラム ホール
B5（東京都千代田区丸の内3-5-1）▷参加費：無
料（事前登録制）▷主催：国立研究開発法人新
エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）／
スマートコミュニティ・アライアンス（JSCA）/
問合せ先：事務局0120-203-530

●グランド再生可能エネルギー 2018 国際
会議
会期：2018年6月17日（日）～ 22日（金）▷
会場：パシフィコ横浜（横浜市西区みな
とみらい1-1-1）▷参加費：スタンダード
料金5万円など（4月30日まで応募の場合。
それ以降は6万円）＊詳細要確認▷主催：
グランド再生可能エネルギー 2018国際
会議 組織委員会/問合せ先：03-5294-
3888（再生可能エネルギー協議会内）

●『熱利用技術の基礎と最新動向～バイナリ
ー発電を中心に～』出版記念セミナー「熱
利用技術の基礎と最新動向～各種技術の特
徴と動向、バイナリー発電技術の詳説～」
会期：2018年6月22日（金）▷開催時間：
13：30 ～ 16：30▷会場：ちよだプラッ
トフォームスクウェア 503会議室（東京
都千代田区神田錦町3-21）▷受講料：4万
8,000円（税込・資料代込）＊メルマガ登
録者は4万3,000円（税込）／書籍同時購入
者は1万円（税込）／アカデミック価格は1
万5,000円（税込）≪詳細要問合せ≫▷主
催：株式会社シーエムシー・リサーチ/
問合せ先：03-3293-7053

●地中熱利用促進協会主催 第15回地中熱
基礎講座
会期：2018年7月3日（火）・4日（水）▷開
催時間：＜3日＞受付9：00より／＜4日
＞15：40終了 ＊1日目の講義終了後懇親
会あり（有料5,000円）▷会場：中央大学
駿河台記念館6F 610号室教室（東京都千
代田区神田駿河台3-11-5）▷受講料：協
会会員＝2万2,680円／非会員＝3万2,400
円／学生（5名まで）＝1万6,200円▷ 主
催：特定非営利活動法人 地中熱利用促
進協会/問合せ先：03-3391-7836

新エネルギー関連
イベントカレンダー（5月～ 7月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


